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高齢女性に 適す る寝衣の デザ イン設計

堀　尾　茂　子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　言

　我が国は 、 1995年に老年人口割合が 14％ を超 え、既に 高齢社会 （Aged　Society）を迎 えて い る 。 今

後さら に高齢化は進行 し、2050年に は 35．7％ に達する と推計
11

され て い る 。

　こ うした高齢社会の 中で 、高齢者は 自らの ラ イ フ ス タ イル を選択 し、衣生活面で も質の 向上 を目指

し、自立 した快適な生活を送る こ とが望 まれ る 。

　在宅介護用品や排泄関連用品、バ リ ア フ リ
ー
住宅など の 自立 した生活 を送る た め に 必要な製品 や設

備の 研究開発や情報提供は 多 く行われて い る が 、特 に 衣服 に関 して は高齢者の 要求を満たす製品提供

は 少な い ようで ある。

　衣服 に対する高齢者の 要求は 、サ イズ 、素材、色、柄な どの デザ イ ン 的側面や 、着脱や動作の しや

す さ、管理 の しやす さな ど の 機能的側面 などが 主 な もの で あ る 。

　高齢者 は長時間在宅で過ご した り、通院、入院をする機会が増 して くる こ とか ら寝衣 を着用する こ

とが 多 くなる 。 そ こ で高齢者 の 身体的特徴に適合 し 、 色、柄や デ ザ イ ン の 満足が 得られ る寝衣が 必要

となる 。

　高年層 の 体型的特徴 を把握す るため に 、 藤田氏
z ’

は 、 7ユ〜82歳の 高齢婦 人 14名を対象に 39項 目 の

身体計測 を行 っ た 。そ の 結果、体幹部の 形態は い わ ゆ る ずん胴型で 加齢 に伴 い 身長は低 くな り、胴囲

は増加傾向にな る と報告 して い る 。

　林氏
31

らも66〜79才の 老年女性50名 の計測を行い 、因子分析 の 結果か ら、丈 と幅 の バ ラ ン ス が崩

れる こ とや、胸部、胴 部 の 肥満 、前屈姿勢の 因子 を抽出 し、流 行よ りも機能的で 着心地の良 さを要求

する傾向が強い こ とを指摘 して い る 。 さ ら に老人体型の 類型化 は きわ め て 難 しく、成人女性の パ タ ー

ン グ レ
ー

デ ィ ン グ ほ ど容易に は 出来な い と記 され て い る 、また 、岡田氏
al

は 、実態 調査 を もと に 寝

衣作製 を行い 、体型的特徴 とパ タ
ー

ン との 関連性 を報告 して い る 。

　以 トの 内容を踏まえ る と、高齢者 の 寝衣は 、体型的特徴 を考慮に 入れ 、加 齢に よる身体機能の衰退

をカ バ ー
し、自分 で 着脱する意欲 を高め心 身ともに快適な衣生活 を支援する こ とが必要 とされ る。

　近年は、寝衣 と して パ ジ ャ マ を着用す る高齢女性が増加 し、そ の 需要は 拡大 し、各メ
ー

カ
ー

の 開発

が促進 され て い るが 、高齢者 の 要求に 応 え得る商品 の 提供は少な い よ うで ある 。 そ こ で 本研究 で は 、

既製品寝衣 の 問題点を把握 し、実際に デ ザ イン の 異なる 3着 の パ ジ ャ マ を製作 し、既製品 2 着と合わ

せ て計 5 着 と、さら に 改善 して 製作 した 1着 の 計 6着の視覚評価 と着装評価を行 っ て 、身体に 適合す

る寝衣 の 設計 に つ い て 検討 した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 方　　法

1．市場調査

　百貨店 （広 島市内 2 店舗）、ス
ーパ ー

マ
ー

ケ ッ ト （広 島市内 1店舗 ）な どで 高齢者向け に提供 され

て い る寝衣 を、各店舗 に つ き約 20着ず つ 調査を行う，t 調査項 目は 、価格 、素材 、色 、柄 、 留 め具 、デ
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ザ イ ン 的特徴 などで ある 。調査期間は、2002年 5 月〜10月とする 。

2 ．ア ン ケー ト調査

　自力で 衣服の 着脱が 出来る高齢女性を対象 に 、寝衣 に対する現状 の 意識調査 を行 う。

　調査は、2002年 6 月上旬 〜10月下旬 とし 、 市内の デ
ー

サ
ービ ス セ ン タ ー

や公民館 を利用 して い る65

才以 上 の 高齢女性92名 とす る。調査内容は 、現在着用 して い る寝衣 の タ イ プ
、 色 、 柄 、 留め 具 、

デ ザ

イン的特徴、入手方法、購入時 の 重視す るポ イ ン ト、寝衣の 不満な点などである 。

3．パ ジ ャ マ 製作 1

　市場調査や 資料を

参考 に、表 1 に示す

それ ぞれ の デ ザイン

的特徴 に基づ き 、 表

2 に表す布地 を使用

して 3着の 製作 を試

み る 。
い ずれ の サ イ

ズ も、既製品の M サ

イズ とする 。 各デザ

イ ン の パ タ
ー

ン を作

り、裁断、縫製を行

う。 縫代は、ロ ッ ク

ミ シ ン を使用する。

ミ シ ン 糸は
、
60番カ

タ ン 糸、針ll号を用

い て 、
コ ン ピュ

ー
ター

ミシ ン に て製作する。

表 1　パ ジ ャ マ 製作のデザイ ン概要

＼ ．サ ン プ ル

　 　 ＼
項 目

前　　身　　頃

衿　の 　有　無

袖

ズ ボ ン の 裾

ポ ケ ッ トの 有無
上 衣

・
下 衣

留　 　め 　 具

そ 　 　 の 　 　他

A B

　 前明 き

（胸元 ギ ャ ザ ー〉

　 　　 有

（フ ラ ッ トカ ラー）

セ ッ トイ ン ス リ
ー

ブ

袖 凵 （ゴ ム 入 り｝

ゴ ム 入 り

有

ボ タ ン 4個 〔2   φ）

1 ギ ャ ザ
ー

を入れ て 身
E れ る デ ザ イン 　　　　幅 を十分 に とる

C

前打合 せ

無

着物 ス リ
ー

ブ

裾 口平 ら

有

紐

着脱が容易に で きる

製作 した 3 着の パ ジ ャ マ をそ れぞれ A 、B 、　 C とする。

表 2　 試料布の 諸元

項　 日 組　成 組 　織 厚 さ （mm ） 糸密度 〔本／  ） 重量 （g／nの 1　　 その 他　　　　　　　　　．
試 萪 綿　 10〔｝％ 平　織 0．34 25× 48　　　　　 1120

，4　　
．
ブ ル

ー・
小花柄

4 ．パ ジ ャ マ 製作 H

　ア ン ケ
ー

ト結果を総合的に判断 し、不満な点を改善 した デ ザ イ ン を考え、製作 1 と同じ布を使用 し、

同条件で 製作 を行う u （パ ジ ャ マ F とする。）

　デ ザ イン の概要は以 下 の 通 りで あ る ，

　 1 ）パ ジ ャ マ A を基 に 、袖口 に ゴ ム を入れス ナ ッ プを付 けて 、 袖口 が開閉出来る ようにする 。

　2 ）後身頃を長め に 設定す る。（着丈の 約 5 ％長 くす る 。 ）

　 3 ）身幅を十分 に とる。（約 15％多 くする。）

　4 ）袖丈、ズボ ン 丈 を短 くす る。（袖丈は約 8％ 、ズ ボ ン丈は 約 3 ％ 短 くする ）
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5）ズボ ン は 、 ポケ ッ トにパ イ ピ ン グを施 して前後 を見分け易 くす る 。

6）ズボ ン の 裾は、ゴ ム を入れ る 。

7 ）留め具 はボタ ン とする 。

5 ．パ ジ ャ マ の 視覚評価 と着装評価

　製作 したパ ジ ャ マ 4 着 （A 、B 、　 C 、　 F ） と、既製品 2 着 （D ： ピ ン ク の タ オ ル 生地、　 M サ イズ 、

マ ジ ッ ク テ
ープ使用　 E ； ベ ージ ュ 、チ ェ ッ ク柄 、オ

ーガニ ッ ク コ ッ トン 地、M サ イズ、マ ジ ッ ク テー

プ とボ タ ン使用 ）を加 えた計 6着の視覚評価を行 う。 時期は 、 2002年10月〜12月で 、 対象者は高齢女

性10名 とす る。今回用 い た既 製品は 、素材 と留め具 を主に 評価対象とする。

　視覚評価項 目は 「最 も着脱が しやすそ う

なもの 」、「最 も動 きやすそうなもの」、「留　　　　　　　　 表 3　パ ジ ャ マ の 寸法　　　　 （cm ）

め具が適 して い る もの 」、「上 衣、下衣 の デ

ザ イン の よ い もの 」 な どの 6項 目とする 。

　 さらに、パ ジ ャ マ 6着を実際にそれ ぞれ

着装 し、「袖丈や着丈の 長 さ の 適否 」
・
、「最

も留め や す い 留め具」、「着脱 の しやす さ」、

「肌触 りの 良さ」、「動作 の しや す さ」、「着

心地の 良 さ」などの 10項 目を評価する 。

　本実験に 用 い る 6 着の パ ジ ャ マ の 寸法 を

表 3 に示す

　　　　項 目

サ ン プル
．L 衣着丈 1 袖丈
　 　 　 　 i

身幅 股下 丈

A 60．0 51．0 50．0 60．0

B 59．0 47．0 54．0 60．0

C 58．5 46．0 50B …　 55．0

D 65．0 53．0
　　．
50．0　　 　 60．0　　　　　　　．

E 74．0 54．0 52．0 ．
　 　 67．0

F 63．0 47．0 58．0 58．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結果及び考察

1t 市場調 査に つ い て

　調査結果 の 概要は以下 の 通 りである。

　 1）価格は 、 4，000〜5，000円が 中心で季節や素材や ブラ ン ドな どによ っ て異 な っ て い る。

　 2 ）色や 柄は、紫色系、青色系、黄色系の 薄 く淡 い 色調で 、明る く鮮やか な色が 多い 。柄は 、花柄

　　　が圧 倒的に 多く、縞や 水玉 はあま り見受け られなか っ た 。

　 3 ）素材 は、夏用は綿 100％ の 製品 が ほ とん どで あ るが 、麻や パ イ ル 地 も見受け られた 。冬用 は 、

　　　綿 とポ リ エ ス テ ル 混紡が多い
。 また 、素材開発 され たキ シ リ ト

ー
ル 加工 （吸熱反応をす る）や、

　　　抗菌 ・防臭効果や 、ウ ェ ル サ ー．モ （発熱素材）を用 い た製品 も好評 を得て い た 、、

　 4 ）デザ イン は 、パ ジ ャ マ を中心に見る と、衿無 しと衿付 きは半々 で 、前明きで袖はラ グ ラ ン ス リ
ー

　　　ブが 70％ を占め、留め 具は ボタ ン が多 い 。中に は 、面テ
ープに飾 りボ タ ン が付 い た もの も見 ら

　　　れた。袖口 は、ゴ ム 入 りが約50％ を有 し、ポ ケ ッ トは 上衣には ほ とん ど付 い て い たが 、下衣 に

　　　は付い て い な い もの も見受け られた。

　今回の 結果か ら、寝衣の デ ザ イ ン 的特徴が把握出来た が 、
メ
ーカ ー

に よ りサ イズ設定が 異 な り寝衣

を実際に 試着出来ずに購入す るケ
ー

ス が多 く、不満の 声も聞 く。 今後はサ イズ の 統一
や 、体型に応 じ

た寝衣の 充実が必要 と考え る 。

2．ア ンケー
ト調査に つ い て

調査結果 か ら次の 事が 明 ら か とな っ た 。

　1 ）実際に普段着用 して い る寝衣は 、パ ジ ャ マ 着用が約70％ を占め 、次 に着物、ネグ リジ ェ の順で
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　　　あ っ た 。
パ ジ ャ マ の着用理由と して は 、動 きやす い か らや 、 着心地 が良 い か らで あっ た 。

　2 ）寝衣 の デザ イ ン に つ い て は、花柄が全体 の 50％ を占め、次 に無地 （約20％ ）、縞 （約 10％ ）で

　　　あ っ た 。 留め具 は 、ボ タ ンが約70％ で 、面テ ープ の使用 も多少認め られた 。 袖口 とズボ ン の裾

　　　の ゴ ム の 使用 は 、両 方 と も施 した デザ イ ン は 約20％ を占め 、袖口 の み は 約40％、ズ ボ ン の裾 の

　　　み はわずか とな り、ゴ ム の 締め付け を好 まない 回答 もあ り、個人的嗜好 に よる と考え られる。

　　　上衣の 明 きは 、 前明きが ほ とん どで あ っ た 。 衿に つ い て は 、 衿な しで の 着用者が多 く見 られ、

　　　袖は、ラ グ ラ ン ス リ
ー

ブが 40％ 、セ ッ トイ ン ス リ
ー

ブ、 ドル マ ン ス リ
ー

ブが共に 30％ であっ た 。

　 3）価格は約4
，
000−−5

，
000円が平均的で 市場調査の 結果 と同額で あっ た 。

　 4）寝衣 の 購入時に重視する 点は 、素材 を挙げ、次に、洗濯の し易 さ、着脱 の し易 さ、価格、サ イ

　　　ズ の 順で あ っ た。

　次 に、パ ジ ャ マ 着用者の 回答結果の 中で 、不満 とされ る内容は 、 図 1 に示す通 りで あ る 。 中で も

「サ イズ が合 わな い 」、「若向きが多い 」、「着脱 しに くい 」が特に多 く回答された 。 上 衣 、下衣別 に 合

わない 箇所 は、図 2 に示す 。

サ イズが合 わない

若向きが 多い

体が冷える

派 手す ぎる

着 脱 しにくい

通 気性が 悪い

動きにくい

欲しい デザ イン がない

その他

0 5　　　 　　 10　　　　 　 15

　 図 1　 パ ジ ャ マ の不満

20 25 30 ％

胴がきつ

　 い

　 gx

留め具 が
’亅
澣

その 他

帳効
い

鵬

若

［上 衣 1

袖が長い

　 44X

胴

丈 が短 い

　 8覧

29X

匚下 衣 ］

丈が長 い

　 48x

図 2　 上衣、下衣別 の 不満

　以上 の 結果か ら 、丈 と ゆ と りの 問題が 指摘 さ れ 、現在 の既製品で は 、高齢女性の 一人一人に適合 し、

快適なパ ジ ャ マ の 提供 は、難 しい こ とが判断され た。また 自分で 寸法直 しをする技術を有 しない 人は、

不適合の まま着用 して い る と推測 され る 。
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3 ．パ ジ ャ マ 製作 1 、且 に つ い て

　そ れぞれ の デザ イン コ ン セ プ トに基づ き、製作

した 3着を図 3 に示す 。 さ ら に
、

パ ジ ャ マ A を基

に 、丈や幅を調整 して製作 した 1着を図 4 に示す。

図 3　 製作 し た 3種類の パ ジ ャ マ 図 4　 改善 して製作 したパ ジ ャ マ

4 ．パ ジ ャ マ の視覚評価 、着装評価に つ い て

　図 5 に既製品 2着 を示す。

　 　 着 てみたいもの

適して い る下衣 の デザ イ ン

適している上衣 のデ ザイン

　 　 適して い る留め 具

　 　 　 動 きやすそう

　 　 蕭脱 が しやすそう

  　　　　　　20K　　　　　40噂　　　　　6帆 　　　　　 @8 帆　　　　　100

■A　 　 口B 　 　日C　　口D　　■E　 　

F 図6 　視覚評

結 果 図 5 　 既 製 品 の

ジャ
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　図 6 に視覚評価結果 の
一一

部を示す 。
デ ザ イ

ン では、全体的に 、F の パ ジ ャ マ の評価が高

く、留め具は D の パ ジ ャ マ に付い て い る面テ
ー

プが高 く評価 された 。 ポケ ッ トに つ い て は、

下衣の ポケ ッ トロ の パ イ ピ ン グ は 、前後の 見

分けが判断 しやす い 小 さな工 夫と評価 され 、

高齢者に は前後の 区別の判断が しやす い こ と

が必要で あ り、工夫を望 ん で い る こ とが 明 ら

か とな っ た 。

　 図 7 に 下衣の それぞれ の ポケ ッ トロを示す 。

　次に 6着 を実際 に着用 して 評価 を得た結果

を図 8 に示す 。 被験者の体型は、中肉中背で、

やや腰が 曲が っ て い るが 、自力で着脱が 出来

る人達であ っ た 。 着装評価で は、着心地 や 留

め や す さや 、動 きやすさにお い て は 、F の パ

ジ ャ マ の評価が高 く、肌触 りで は 、 既製品 E

の オ
ーガ ニ ッ ク コ ッ トン が 高 く評価 された 。

こ れか らの 素材開発 が必要 と判断 され る 。 全

体的には、F が高 く評価され 、わずか な配慮

に よ り、 着心地が改善された 。

　現在の 既製品の 改善点が 明らかにされたが 、

図 7　 下衣のポケ ッ トロ

図 8　 着装評価結果

個々 の 体型的特徴に適合 したサ イズ の 商品提供が難 しい こ と、また寸法直 しが 出来 る技術 の 養成 も必

要 に な る と判断される。

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 ま　 と　 め

　現 在、市販 され て い る寝衣は 、身体へ の 不 適合やサ イズ不足 な どの 不満が 多く、外出着ほ ど考慮 さ

れ て い ない こ とが明 らか とな っ た。そ して、サ イズ による不適合が着心地 を左右 し、着脱 の しに くさ、

動作の し に くさ な どへ 影響を及 ぼ して い る と判断 され る 。 現状調査の 結果か ら、寝衣の 購入時には、

素材や洗濯の しやす さな どの 管理面 へ の こだわ りが 強 く、「サ イズが 合わ な い 」、「若向 きが多 い 」、

「着脱が しに くい 」な どの 不満回答が 目立 ち、提供 されて い る寝衣は 、改善の 余地 が残 され て い る と

判断され る 。 現在の JISサ イズ に は 、成人女子用 は存在するが 、 高齢者用 の サ イズ規格がな い こ とに

一
因する と考え られ る 。

　そ こ で 、実際に よ く着用 され て い る寝衣 を基に 、それぞれの デ ザイ ン コ ン セ プ トに沿 っ て、 3着デ

ザ イン し、縫製を試み 、視覚評価、着装 評価 を行 う。 その 寝衣 を さらに 身幅 を広 く、後身頃を長 く、

袖丈 を短 く 、 前衿ぐりを広 くした デ ザ イン の寝衣を製作する 。 着装評価か ら、改善 された寝衣は 、動

作が しや す く、着心 地が良 い と高い 評価 を得 る こ と が で き 、 下衣 は 、 前後が分か りに くい こ とか ら、

ポ ケ ッ トロ に パ イ ピ ン グを施すと、見分けやす くス ム ーズに着脱が 出来た と評価され、小 さな工夫 で

大 きな効果が ある こ とが 伺えた
。

　次に、視覚評価で は 、留め具 と して 面テ
ー

プが高 く評価 されて い るが、実際 の 着装評価で は、前 身

頃にゆがみが生 じて 、上 乎く張 り合 わすこ とが出来ない とか 、また肌に触れ て痛 い との 回答が多くあ

り、大 きめ の ボ タ ン の 方が良好 と判断され た 。
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　また 、加齢に伴 い 買 い 物に 出か ける こ とが 困難に な る と、通 信販売や テ レ ホ ン シ ョ ッ ピ ン グ、イ ン

タ
ー

ネ ッ ト購 入な どが考え られる ため 、高齢者 を取 り巻 く環境 の 充実 も今後の 課題 で あ る 。

　高齢者の 心 身に適合する 寝衣 の 提供は
、 自分で の 着脱が ス ム ーズ に で き、衣生 活の QOL に寄与す

る と思われ、これか らは 、高齢者が快適に生活出来る既製衣料の提供が益々重要で ある と考える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　約

　現在、高齢社会の 中 で 、 高齢者が 自立 して 快適な衣生 活を送るため に は 、多 くの 問題 を改善する必

要がある。福祉用機器具や バ リ ア フ リー住宅な どの研究開発は かな り進ん で い るが 、既製品 の 寝衣に

はサ イズが少な く、袖丈やズ ボ ン丈は長 く、股上は 短 い
、 ポ ケ ッ トが付い て い な い な どの 多くの 苦情

が寄せ られ て い る 。

　そこ で本研究で は、寝衣 につ い て の 市場調査や、ア ン ケ
ー

ト調査 を行 い 、高齢女性が 望む 3 着の パ

ジ ャ マ 製作 を試みる 。 さ らに 、 苦情の 多い 項 目を配慮に入れた 1着の パ ジ ャ マ を製作する 。 それらに、

素材が異な り、留め具の 違 う既製の パ ジ ャ マ 2着を加え、計 6 着の視覚 ・着装評価 を行っ た
。 そ の 結

果、次 の 事が明 らか とな っ た 。

　 1 ．素材は綿で 、色 は淡 く花柄が適する 。

　 2．上衣 は、前明きの ボ タ ン付 きで衿 な し、身頃は ゆ っ た りで後丈を長 くする 。 ラ グ ラ ン ス リ
ー

ブ

　　　の ゴ ム 入 りで袖丈は短め にする 。 ポケ ッ トは左右に付ける 。

　 3．下衣は、股下丈を短 くし、裾口 は ゴ ム 入 りで 、ポ ケ ッ トロ な どで 前後の 見分け が 出来る 工 夫を

　　　する と良い 。

　 4 ．衿 ぐ りは
、 既製品 は窮屈 なため 、 くり落とす必要がある 。

　以上の こ とか ら、僅か の 長 さや幅の 違 い が着心地 を左 右する こ とが判明 した。

　今後 は
、 高齢者体型 を特徴別 に捉えた パ タ ーン をサ イズ 別に提供す る必要があ り 、 質の高い 寝衣 の

開発が望 まれ る 。

　本研究 に ご協力い ただ きま した高齢者 の 皆様 、 な らび に吉田倫子 さん 、 稲場亜 希子 さん 、成光未知

子さん に深謝申 し上 げます 。
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Abstract

Design ef  Night Wear  for Elderly Women

Shigeko HORIO

Hiroshima Prefectural Women's  University, Hiroshima

   In our  present  aging  society,  a  large number  of  problems  need  resolved  so  that clothing  de-

signed  for the elderly  allows  them  to enjoy  an  independent life. Considerable progress has been

made  in research  and  development of  supportive  welfare  devices and  barrier-free homes, but little

has been done to solve  the problems  associated  with  ready-made  nightwear,  such  as  the limited

number  of  sizes,  inappropriate sleeve  and  trouser  lengths and  crotch  depth, and  lack of  pockets.

In the present  study,  we  therefore  conducted  market  research  and  a  questionnaire survey,  and

based on  the results,  made  three pairs of  pajamas  considered  acceptable  for elderly women.  An

additional  pair was  also  made  taking  into consideration  the most  common  grievance items. The

visual  appearance  and  fit of  a  total of  6 pajamas,  the above  and  2 ready-made  pajamas  made  of

different material  and  with  different button features, were  evaluated.  Our  evaluation  produced

the following results  :
                                                        '
1 . Cotton fabric with  a  light colored  floral pattern was  most  appropriate.

2. Pajama tops with  buttons on  the front, no  collar  and  an  adequately  long body, short  raglan,

   elasticated  sleeves,  and  bilateral pockets  were  preferred.

3 . Pajamas  trousers  with  a  short  inner leg and  unnelasticated  hems, and  pockets to identify the

   front from the rear  were  preferred,

4 . The  collar,  which  often  appears  cramped  in ready-made  pajamas, should  be widened.

   The  results  indicated that  a  slight  difference in length and  width  affected  the comfort  of  pa-

jamas, Taking this into consideration,  appropriately  designed pajamas  should  be made  avail-

able.
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